
33 WWL拠点校としての取り組み

１. 新教科「グローバル協創」(文科情報科必須)
=文科情報科全員の必修 「学びのコア」

2. 授業研究と公開研究会(全職員，全生徒)
=対話の深まる問いの工夫 「探究(コア)と教科をつなぐ」

3. イノベーションプログラム(希望者)
=TISP,米国短期留学 「社会(イノベーター)とつなぐ」

4. 海外研修・国際協働プログラム(希望者)
=台湾・ベトナム・シンガポールとの協働プログラム

「世界とつなぐ」

5. 大学教育先取り履修(希望者)
= 「植物の栽培と管理」「データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」

「大学の学びとつなぐ」



34 授業研究と公開研究会①(全職員，全生徒)

問いでつなぐ探究×教科×大学入試

授業者による目的の説明 授業のオンデマンド配信

宮崎大学・新地理事の講評各教科の分科会



35 授業研究と公開研究会②(全職員，全生徒)

教  科
科  目

学年 授業者 授業ク ラ ス 単　 　 　 　 元 授　 　 業　 　 の　 　 視　 　 点

国　 語
国語総合

１ 年 鈴木優子 １ 年Ｅ 級 伊勢物語 ・ 比較を通し て読みを深める

数　 学
数学Ａ

１ 年 黒木聖弥 1年D級 確率
・ 数学と 実生活の話題と を繋げる ための「 問い」 の工夫
・ 生徒間の意見交換が活発に行われる 授業づく り

英　 語
総合英語

１ 年 佐藤研一郎 1年H級 CROWN Ⅰ Lーesson 8
・ ４ 技能を意識し た授業作り
・ 生徒のアウ ト プッ ト 活動を促す工夫

地歴公民
地 理 Ｂ

３ 年 諸冨恒一郎 ３ 年EF級 オース ト ラ リ ア地誌
・ 既習知識を活用する 場面を設定し 、 知識定着を促す
・ 一見、 関係がないも のに、 関係を見つける 力を強化する

理　 科
科学と 人間生活

１ 年 吉富千佳 １ 年Ａ 級 熱の性質と その利用
・ 生徒自身が抱いた「 問い」 を主題と し た探究的活動
・ 科学的な思考力・ 表現力を高める ための学習活動の工夫

保健体育
保　 　 健

２ 年 阿部祥子 ２ 年Ｉ 級 食品と 健康
・ 生徒自身が抱いた「 問い」 を主題と し た探究的活動
・ グループ活動を通し た協同学習
・ 発表を通し ての表現力の工夫

【 探究】 グロ ー
バル協創・ グ

ロ ーバル協創Ⅰ
１ 年 木塲康典

１ 年HI 級
２ 年HI 級

プロ ジェ ク ト 型学習
( PBL)

・ プロ ジェ ク ト 学習（ 課題設定） の段階における 「 自分たちの問い」 を生み出す対話
・ 電子付箋Api snot eを用いたチーム内での対話と 、 ロ グにも と づく 振り 返り

国　 語
現代文

２ 年 愛甲孝夫 ２ 年Ｉ 組 詩歌 ・ こ れま で学んでき た評論の内容をも と に田村隆一「 帰途」 を読み味わう

数　 学
数学Ⅲ

２ 年 眞方圭太 ２ 年A級 極限
・ 生徒同士で説明し 合う 等、 手軽にコ ミ ュ ニケーショ ンを活性化する 工夫
・ 「 授業と 課題の連動」 と 、 生徒が主体的に選択し て学べる 工夫

英語・ コ ミ ュ ニ
ケーショ ン英語

Ⅱ
２ 年 甲斐吉樹 ２ 年Ｂ 級 CROWNⅡ-Lesson7

・ I CTを活用し た情報共有の工夫
・ 生徒のアウ ト プッ ト 活動を促す工夫

地歴公民・
世界史Ｂ

２ 年 田上敬一 ２ 年Ｆ 級 西ヨ ーロ ッ パ世界の成立
・ 歴史的思考力と 地理的な把握を結びつける ための「 問い」 の工夫
・ グループ活動を通じ て多角的な視点を持つための工夫

理　 科
生　 　 物

２ 年 猪股秀一 ２ 年HI 級理系 光合成
・ I CTを活用し た情報共有の工夫
・ 過去の研究をも と に現象理解を深める 工夫

芸　 術
音  楽  Ⅱ

２ 年 大﨑美穂 ２ 年E級 創作
・ イ メ ージを音楽で表現する ために何をど のよ う に工夫すればいいか探ろう
（ ヴァ イ オリ ンを用いて音色の多様性を探り 、 グループで試行錯誤し ながら 音楽を創
造する 活動）

家　 庭
家庭基礎

１ 年 高野真由美 １ 年Ｄ 級 子ども と 共に育つ
・ 「 問い」 から 浮かんだ意見を共有する ためのＩ Ｃ Ｔ 機器の活用
・ 様々な意見や体験談から 自分の将来像をイ メ ージする 学習展開

【 探究】 グロ ー
バル協創・ グ

ロ ーバル協創Ⅱ
2年 木塲康典

１ 年HI 級
２ 年HI 級

課題研究
・ WWL海外連携校と 対話し ながら 進める 共同研究
・ 「 グロ ーバルな課題の解決」 に向けた実験･調査と 対話

公
開
授
業
Ⅰ

公
開
授
業
Ⅱ

～5/11（火） 「私の授業チャレンジ」作成 

  

5/17（月）～6/25（金） 第 1 回授業相互参観 

  

7/16（金） 第 1 回職員研修 

  

8/25（水） 第 2 回職員研修 

  

9/7（火）～10/4（月） 第 2 回授業相互参観 

  

10/20（水） 第 3 回職員研修 

  

11/5（金） WWL 公開研究会 

  

3/24（木） 第 4 回職員研修 

 



36 WWL拠点校としての取り組み

１. 新教科「グローバル協創」(文科情報科必須)
=文科情報科全員の必修 「学びのコア」

2. 授業研究と公開研究会(全職員，全生徒)
=対話の深まる問いの工夫 「探究(コア)と教科をつなぐ」

3. イノベーションプログラム(希望者)
=TISP,米国短期留学 「社会(イノベーター)とつなぐ」

4. 海外研修・国際協働プログラム(希望者)
=台湾・ベトナム・シンガポールとの協働プログラム

「世界とつなぐ」

5. 大学教育先取り履修(希望者)
= 「植物の栽培と管理」「データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」

「大学の学びとつなぐ」



多様な人々と協創する
イノベーター
TISP2022@MIYAZAKI



未来ニーズ
未来の誰がどのようなニーズにこ
たえる製品・サービスをつくる
のか？

1目的を考える 2手段を考える

3

4

手段アイ
ディアを
考える

共有し，
振り返る

企業のどの強みを生かすの
か？

目的を達成するための

手段アイディアを発想し，

具体的な形にする

アイディアを他者に展示・
発表し，振り返り，次への
指針を得る。

i.school流の
イノベーション設計



39

https://seikatsusoken.j

p/seikatsuken2050/15

755/

https://www.barcelona

.cat/pla-superilla-

barcelona/en

公共設備が
地域のアイデンティティになる

年齢や職業、障害の有無が
関係ないごちゃまぜの環境が
一般的になる

年齢や職業、障害の有無が
関係ないごちゃまぜの環境が
一般的になる

日本文化が浸透する

未来シナリオから未来ニーズを考える



40高千穂シラス様 川上木材様

井崎製作所様

地元企業のフィールドワークで生かせそうな強みを考える
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大学生とWWL連携校の高校生でアイディアを考える
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●高校生のコメント

「TISPに参加する人は、すべてのみんなが志が高いので、自分もその高いレベルに追いついていくために必
死で５日間を過ごしました。すると、知らないうちにこれだけ頑張れている自分がいるんだと、成長を感じまし
た。限界を超えた気がしました。」

2016-2021年大学生参加者

●アジア フィリピン大学，インド工科大学ハイデラバード校3，北京大学，シンガポール国立大学2，泰日工科大学（タイ）

●アメリカ・カナダ カリフォルニア大学バークレー校3，ブラウン大学，メリーランド大学カレッジパーク校，テキサス大学，

ペンシルヴァニア大学，マクマスター大学

●オーストラリア メルボルン大学，クイーンズランド工科大学（豪,官僚）

●ヨーロッパ スイス連邦工科大学ローザンヌ校，エコールポリテクニーク，ベルリン工科大学，アムステルダム大学，ウィーン大学，

ライプチヒ大学（独），ロンドン大学（英，国連職員），，ヨーク大学（英），HEC経営大学院（仏），カルロス3世大学（西）

●日本 東京大学47，一橋大学3，信州大学，千葉大学2，早稲田大学，津田塾大学，慶応義塾大学3，東京学芸大学，中央大学，

山梨学院大学，九州大学



43 生徒の変容 ①心理的資本の変化

「心理的資本」の尺度による，事前・事後の調査結果

自己効力感、希望、レジリエンス，楽観性からなる。



44 生徒の変容 ②対話の質の変化



45 生徒の変容 ③チーム内での対話の質の変化

チームごとの活動を録画し、そ
の音声をもとに対話を分析



46
各チームの活発な会話スコアの変化
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47
Aチームの対話パターンの変化

8/3午前 8/3午後 8/4午前

8/4午後

DP

8/5午前



48
各チームのコミュニケーションと心理的資本の関係
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49
各チームの大学生DPの発話時間比率
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【A班の大学生DP（ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝﾊﾟｰﾄﾅｰ）の特徴】

• 意図的に発話量を減らす

• 生徒達にグループワークを任せる

• メタ認知的発話に専念

• チームワークの適正化に資する発話



50
DPの発言

堀井先生と宮
越さんのメモを
確認して下さい

どうしますか、
皆さんの進めた
い方向に従うで
も良いし・・・

すごいアイディアを
発散してますね。で
も今回の起業家の
ニーズはとらえて

いるの？

いろんなアイデア
を出して紐づける
のは難しい、井崎
製作所ならでは
の固有の価値や
強みをどう起業
家社会に当て込
むかを考えたほう
がバシッとハマる
気がしますね。

動く車に対して起業家社
会っていうところが困って
るポイントですかね



51
生徒からのコメント

Aチームのみに見られる特筆的なコメント

• アイディアがずっと出ない中、ある時パッと出てくるという出方が
印象深かった。。耐えて耐えていいアイディアが出た時の達成感は
なんとも表現し難い

• みんなで力を合わせれば困難なことでも成し遂げれる。誰かと何
かを成功させることは、とっても楽しい。

• 朝はまだアイディアが確定していなくて、終わるのかどうか焦りと
不安でいっぱい。

• アイデアが中々出なく先が不安だった時があったけれど足を止めず
に歩き続けたら良いアイデアが急に出たので足を止めずに歩き続
ける事は大事。



52 WWL拠点校としての取り組み

１. 新教科「グローバル協創」(文科情報科必須)
=文科情報科全員の必修 「学びのコア」

2. 授業研究と公開研究会(全職員，全生徒)
=対話の深まる問いの工夫 「探究(コア)と教科をつなぐ」

3. イノベーションプログラム(希望者)
=TISP,米国短期留学 「社会(イノベーター)とつなぐ」

4. 海外研修・国際協働プログラム(希望者)
=台湾・ベトナム・シンガポールとの協働プログラム

「世界とつなぐ」

5. 大学教育先取り履修(希望者)
= 「植物の栽培と管理」「データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」

「大学の学びとつなぐ」



53本校の海外研修=武者修行
(国内・海外の枠を超えて)

日本

宮崎大宮高校

台湾

高雄高級中學

シンガポール

シンガポール国立大学

附属数理高校

ベトナム

カオバクワット高校
国家教育大学附属

グエンタットタイン高校
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【海外研修】台湾・ベトナム・シンガポール

海外連携校の高校生・大学生と交流

ベトナム

台湾 シンガ
ポール

ベトナム

希望者2年



55

多文化理解
イスラーム文化，ヒンドゥー文化

中華文化，欧米文化の理解

シンガポール国立大学の学生と

フィールドワーク

【海外研修】探究テーマにもとづいて

フィールド調査(インタビュー・アンケート)

希望者2年



56連携校でのプレゼン・ディスカッション

ファイナル･プレゼンテーション

【海外研修】探究テーマについて

プレゼンテーション・ディスカッション

希望者2年
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コロンビア大学

ボストン・ニューヨークの米国短期留学で

ラーニングストーリーをブラッシュアップする

ハーバード大学 マサチューセッツ工科大学

国際連合本部



ウィンターオンラインプログラム
えびの市硫黄山からオンライン中継配信

希望者2年



ウィンターオンラインプログラム
台湾・ベトナム・シンガポールの生徒と同時実験

希望者2年



60
海外との希望制プログラム参加者の変容

学科 月 R L W S Total

経験者
6月 216 216 234 257 922

12月 238 236 246 272 992

非経験者
6月 193 197 230 242 861

12月 210 212 235 247 904

70up

43up

◆オンライン国際協働プログラム 経験者と非経験者の
GTEC(英語4技能)のスコアの伸びの差異
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【国内研修】台湾・ベトナムの海外連携校が

宮崎を訪問して交流

希望者
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【国内研修】台湾・ベトナムの海外連携校が

世界的な課題をサイエンスで協働で考える

科学実験教室（樟脳の抽出）

森林フィールドワーク

ファイナルプレゼンテーション

希望者



63 WWL拠点校としての取り組み

１. 新教科「グローバル協創」(文科情報科必須)
=文科情報科全員の必修 「学びのコア」

2. 授業研究と公開研究会(全職員，全生徒)
=対話の深まる問いの工夫 「探究(コア)と教科をつなぐ」

3. イノベーションプログラム(希望者)
=TISP,米国短期留学 「社会(イノベーター)とつなぐ」

4. 海外研修・国際協働プログラム(希望者)
=台湾・ベトナム・シンガポールとの協働プログラム

「世界とつなぐ」

5. 大学教育先取り履修(希望者)
= 「植物の栽培と管理」「データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」

「大学の学びとつなぐ」



64 HAL科目受講（大学教育先取り履修）

宮崎大学の学生が基礎教育として受講し
ている講義を、宮崎大学の2種類の講義
配信システムを利用し、夏休みの期間を
利用して、受講を希望する県内の高校生
がオンデマンドで受講。
【R4講義】29名受講
「植物の栽培と管理」
「データサイエンス入門Ⅰ」

受講生徒の達成度（自己評価）が高
い。

受講生徒の理解度が高い。



65 HAL科目受講（大学教育先取り履修）

オンライン座談会

成績通知書
大学の基準に基づき、成績を決
定。教育委員会より「履修証明」を
発行。
宮崎大宮高校の生徒には「学校設
定科目」１単位を認定。
将来的には、大学での認定を目指
している。

受講後、オンライン座
談会で学びを深める



66 令和３年度完了報告・研究開発実施報告

ＵＲＬ https://sites.google.com/.miyazaki-c.ed.jp/miyazaki-omiya-wwl/home

https://sites.google.com/g.miyazaki-c.ed.jp/miyazaki-omiya-wwl/home


67 次年度以降のWWL拠点校としての取り組み

１. 新教科「グローバル協創」 「学びのコア」

2. 授業研究と公開研究会 「探究(コア)と教科をつなぐ」

3. イノベーションプログラム 「社会(イノベーター)とつなぐ」

4. 海外研修・国際協働プログラム 「世界とつなぐ」

5. 大学教育先取り履修 「大学の学びとつなぐ」

拠点校として、3年間の成果を
踏まえて、次年度以降は以下の
意向である

① 引き続き研究開発を進める

② 成果の普及を進める

《実現に向けて》

① 構築したコンソーシアムの協働
体制を維持し、活用する方針である

② 県の事業化を進める構想である

③ 同窓会などからの財政的な支援
を受ける予定である

成果を実感し
た拠点校とし
ての取り組み




